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CareNet.comからのご視聴方法

https://www.carenet.com/insmed_251127にアクセスしてくださいURL

気管支拡張症とCOPDの病態と管理

気管支拡張症は気管支の永続的な拡張を特徴とし、慢性気道炎症、慢性気道感染、粘液線毛
クリアランスの異常、肺の破壊からなるvicious vortexにより病態が形成される。好中球性炎
症が中心的役割を果たし、好中球セリンプロテアーゼの増加は増悪や病原体検出と関連する。
COPDも主に好中球、マクロファージ、CD8細胞による気道炎症を呈し、両疾患には多くの共
通点がある。実際、気管支拡張症患者の25%にCOPDが合併し、COPD患者の25〜69%に気管
支拡張が認められる。合併例では、プロテオバクテリア門の占有率増加、好中球炎症の増強、
ムチン産生増加など、より重症な病態を示す。気管支拡張症診断に至らない慢性気道疾患の
胸部CTと喀痰細菌叢(16Sシークエンス)を用いた検討では、気道DPP1高値と好中球炎症が、
粘液栓を伴わない初期の気管支拡張形成に関与する可能性が示唆された。COPDに合併した気
管支拡張症の治療としては、COPDに対する長時間作用型気管支拡張薬に加えて、気道クリア
ランスの改善、長期マクロライド療法など、複合的なアプローチが重要である。

satoru.aizawa@insmed.com

CareNet.com会員以外の医師、医師以外の医療従事者の方のご視聴方法

satoru.aizawa@insmed.comまでメールにて開催日前日ま
でにご連絡をお願いします。その後、視聴URLをご連絡さ
せていただきます。メールにてご提供いただいた個人情報
は、インスメッド合同会社のホームページ記載の「プライ
バシーポリシー」（https://insmed.jp/privacy/）に則った
目的にのみ利用させていただきます。
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